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私は好奇心から

前職を退職した後、採用説明会に参加した際にいた警護
員の姿がとても格好良く、26歳のときに警察官になろう
と決めました!

以前は児童養護施設で働いていま
した。再就職を考えた際に採用説
明会で出会った、国内外の要人の
身辺を守る「警護」員に憧れたこと
が率直な理由です。また、児童養護
施設勤務では対応できなかった事
案も警察官になればできるのでは
…という思いもありました。人を、
子どもを守る仕事がしたいと思い
採用試験を受験しました。

花形のイメージがありますが、実際は現地視察や日程・段
取りなどの調整が多く、従事する全員の認識を一致させ
なければならないなど難しい面がありますね。

現在の仕事は、要人警護です。直前
まで時間等が決まらないことも多
い中、事前にルートや現地の確認
を行い計画を立てます。当日は一
瞬たりとも気を抜けませんが、こ
れらの様々な経験は、自分自身の
視野が広がり、成長できていると
実感できます。

警護のやりがいは「何もなく終えること」。当たり前のよ
うに聞こえますがそのために全神経を注ぎますので、無
事に終わると本当にホッとします。

体力に自信はありませんでしたが、
警察学校で仲間と励まし合いなが
ら訓練に臨んだことが思い出深い
です。交番勤務は思っていたよりも
多様な事案があり、今まで過ごして
きた世界とは違うと驚きの連続で
した。最前線で人助けに携われるこ
とにやりがいを感じましたね。

沖縄県警察本部警備部警備第二課　巡査部長　2014年採用

警備の仕事

私の一日
ある１日のスケジュールです。

起床

出勤・警護の連絡業務

昼休憩

現場、ルートの確認

計画書の作成など

勤務終了

帰宅・子どもにご飯

5:00

8:00

12:00

13:00

15:00

16:45

19:00

22:00 就寝
※上記はあくまで一例です。
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子どもと楽しく過ごしています！後
輩達にも、子育てしながらキャリア
アップを目指せるんだという姿を今
後も見せていける先輩になりたいで
すね。

家族で休日デートIN
美ら海水族館

児童養護施設勤務から警護へ児童養護施設勤務から警護へ

仲間と助け合い警察学校卒業
交番勤務から要人警護の道へ

就職説明会での出会い
子どもを守りたいという想い

事前調整・計画から当日まで
綿密な要人警護対応の日々

★★ ★★
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私が採用された当時と比較しても女性職員が非常に増え
ました。女性同士のコミュニケーションも取りやすくな
り働きやすい環境になりましたね。

幼稚園児の時に交通安全教室に来
てくれた警察官にあこがれたのが、
きっかけでした。その後は将来を漠
然としか考えていませんでしたが、
高校の就職説明会に訪れた警察官
を見て、昔の想いが甦りました。祖
母からも「昔なりたがっていたね」と
背中を押してもらったこともあり、
警察官採用試験にチャレンジ！今に
至っています。

これまでは、総務・警務部門での勤務が長いこともあり、
今後は事件捜査にもチャレンジしていきたいですね。

警察で働いていて一番感じること
は「女性も安心して一生働ける」こ
とです。現在３人の育児をしていま
すが、公私ともにサポートが充実し
ており、安心して仕事に育児に取り
組めています。採用同期の女性は、
20年以上経った今でも全員が在職
し、各分野で活躍しています。

警察官になるには特別な才能や体力が必要といったこと
はなく、人に寄り添う優しい気持ちが一番大切だと思い
ます。

現在は、警察署で地域住民からの
警察相談の窓口対応をしていま
す。迷惑メールや家庭内トラブルな
ど事案は様々ですが、緊急を要する
案件もありますので、常に気は抜け
ません。警察部内や関係機関と連
携し、事件等に発展する前に解決で
きるように努めています。

山形県山形警察署警務課　巡査長　2001年採用

総務・警務の仕事

私の一日
ある１日のスケジュールです。

※上記はあくまで一例です。

起床6:00

出勤・窓口業務8:30

昼休憩12:00

関係機関との調整13:00

勤務終了17:15

夕飯・子どもとの時間18:00

21:00 一人時間を楽しむ

22:00 就寝
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休日は、子ども達と公園でバドミン
トンをしたり、プールに行ったりと
満喫しています。夫が育児をしてく
れる間に趣味のミシン掛けをするな
ど充実した休日を過ごしています。

3人の子どもと余暇を
楽しんでいます！

住民が最も頼れる
相談窓口であるために

きっかけは幼稚園の時の憧れ
祖母の後押しから警察官に

ワークライフバランスを
大切にできる

★★ ★★
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私はあこがれから
市民に一番近い存在であるために市民に一番近い存在であるために


